
猛暑の中で迎えた２学期。始業式は今年も、感染症と熱中症の予防のため、放送で行いました。昨年度に
引き続き、様々な学校行事が感染症予防対策のために形を変えて実施していくことになると思います。日常
の学習活動や部活動にも一定の制限がかかりますが、できることに精一杯取り組んで、有意義な学校生活を
送って欲しいと思います。
以下に、２学期始業式での校長先生のお話を掲載します。

皆さん、おはようございます。校長の松本です。２学期の始業式に当たり一言挨
拶をさせていただきます。
３５日間の夏休みが終了し、今日から２学期がスタートします。皆さん、この夏

休みはいかがだったでしょうか。
この休み中、明るいニュースとして、東京オリンピックが開催され、これまで以

上に日本人選手が活躍をしてメダルラッシュとなりました。多くのアスリートの方
々が語った、「このコロナ禍の中、本当にオリンピックが開催されるのか不安でし
たが、開催していただいたことに心から感謝します」という言葉がとても印象に残
りました。
今回、野球、ソフトボール、空手、スケートボード、スポーツクライミング、サ

ーフィンが追加され、３３競技が実施されました。皆さんもテレビの前で釘付けになり、一生懸命にプレ
イする選手の姿に感動したという人も多かったのではないでしょうか。
また一方で、異常気象と言われる３５度以上の猛暑日が続く中、国内各所でゲリラ豪雨や長雨が洪水や

土砂崩れといった自然災害を引き起こし、尊い命が失われるなど甚大な被害をもたらしました。
本校では、幸いにもそういう命に関わるような大きな事故やケガもなく、８１２名の生徒全員が２学期

を迎えられたことを大変うれしく思います。
この夏休みの期間、皆さん一人一人がコロナ対策に取り組みながら、有意義な夏休みを過ごし、貴重な

経験ができたことと思います。特に、部活動では今年の夏はようやく県大会や関東大会、全国大会が行わ
れましたが、本校から参加したすべての選手が本当によく頑張ってくれました。中でも、県大会において、
団体として剣道部が男女で準優勝を勝ち取ったことは大変素晴らしことだと思います。また、個人でも、
陸上部の関口我空君が、１年生走幅跳で県大会１位、関東大会でも１位に輝くなど、大活躍を見せてくれ
ました。県大会、そして関東大会等に出場した各部の生徒の皆さん、本当にお疲れさまでした。２年生、
１年生の皆さんは、３年生のスポーツや芸術文化活動を愛し、競技や演奏等をすることを心から楽しみ、
最後まであきらめない立派な姿を記憶に留め、その意志を受け継いで、新たなチームづくりに生かしてく
れていると思います。どうぞ、素晴らしいチームを作り上げていってください。
また、駅伝部の練習が８月２日からスタートしました。現在、緊急事態宣言が出ているため、他の部活

動同様に練習はできませんが、宣言解除後は、皆が力を合わせて頑張ってくれることを願っております。
さて、２学期は学期の中では一番長く、授業日数は８２日間あります。そして、たくさんの行事が行わ

れる学期でもあります。引き続き、この２学期も感染症予防にしっかりと取り組みながら、一つ一つの行
事を充実したものにしていきましょう。そして、できる限り、クラスの仲間との絆や団結力を深め、中学
校生活の思い出の一コマにしてもらいたいと思います。３年生にとっては一つ一つの行事が中学校生活最
後の行事になります。すべてに全力で取り組み、中学校生活３年間のよい思い出にしてもらいたいと願っ
ております。
２学期は、学習面でも大いに伸びる時期です。この夏休みの期間の家庭学習をバネにして頑張ってほし

いと思います。明日は、１・２年生は期始めテスト、３年生は実力テストが行われます。２学期最初の腕
試し。全力で挑戦しましょう。３年生は、現在、高校のＷｅｂページにアクセスして学校紹介の動画を見
るなど受験モードに突入した人もたくさんいると思います。受験本番に備えて、これからの一日一日を大
切にして、努力を積み重ねていきましょう。努力は必ず結果につながります。
最後に、あずま中生の挑戦として、全校生徒の皆さんに２学期もこれまで通り継続して取り組んでほし

いことを３点お願いします。
一点目は、感染症予防対策をしっかりと行い、気を抜かないで生活してほしいということです。
現在、群馬県をはじめ全国の１３都府県に、９月１２日まで緊急事態宣言が出ております。
なお、本日中にも８つの道と県に緊急事態宣言が拡大して出るようですが、９月１２日までの期間、群

馬県の県立高校や一部の市町村の小中学校では分散登校が行われる予定です。伊勢崎市の小中学校につい
ても、当然、市の教育委員会で検討がされました。その結果、伊勢崎市の子どもたちの「心の安定」「生
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活リズムの安定」「学びの機会の確保」を優先したいという理由から、通常登校になりました。この決定
により、１年生から３年生までの全員が今、一緒に学校で過ごせているわけです。この当たり前の状況を
みんなで守り抜くためにも、気を抜かないで、皆さん一人一人の感染症予防への意識を高めて、できるこ
とをしっかりと行動で示していきましょう。
具体的な行動としては、

〇基本的な感染症予防対策の徹底として、毎日の検温、手洗い、マスクの着用、３密の回避。
〇日常の健康管理として、十分な睡眠、適度な運動、バランスのとれた食事。
〇人の集まる場所等への外出を避けるなど、感染症予防を意識した生活を送る。
なお、熱中症予防も同時にしていく必要があります。時にはマスクを外したり、こまめに水分を摂った

りするなど、体調管理に努めましょう。
二点目は、勉強にきちんと向き合い、学習習慣を大切にしてほしいということです。
努力は決して嘘をつきません。具体的な行動としては、

〇授業は集中して取り組む。分からないことや疑問点は遠慮しないで先生に質問をする。
〇家庭では、学校から出された課題にしっかりと取り組む。分からないところは学校で先生に質問をして
早めに解決をする。

〇読書や自主学習にも積極的に取り組む。
三点目は、心の健康を保ってほしいということです。
人間の悩みはつきることはありません。中学校時代は、誰でも悩みはあるものです。悩むことは、時と

して、また、人生において自分を振り返る意味で必要なことなのです。しかし、悩みすぎて、心や体を壊
してはいけません。コロナ禍の中、今まで以上に心や体に負担がかかっています。そこで、
〇悩みや不安は一人で抱え込まないようにしてください。身近な人に、早めに相談をして、悩みの解消
に努めてください。自分自身を大切にして、心の健康に努めてほしいと思います。
あずま中生の皆さんの２学期の安全と活躍を心から願い、挨拶といたします。

電子黒板が導入されました
全ての普通教室に電子黒板が導入され、さっそくいろいろな授業や活動で活用しています。

お詫びと訂正

216号で紹介した通信陸上大会１年女子走り幅跳びの結果に誤りがありました。根岸さんの順位は第7位で
した。申し訳ございません。訂正させていただきます。


